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• 1998年 総合商社入社 

• 2020年 国際医療福祉大学 保健医療福祉経営学

分野にて医療経営学修士号取得

• 2020年 ホワイトヘルスケア株式会社創業し保険者支援

同社代表取締役社長

• 2024年より 国際医療福祉大学 保健医療福祉

経営学分野博士課程

• 2024年より 日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会

OTC医薬品分科会委員

• 2024年 厚生労働科学特別研究事業 研究協力者

自己紹介
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事業開始経緯

コロナ禍における企業従業員等の健康確保を目的として、セルフケア・セルフメディケー

ション支援事業をホワイトヘルスケア社（以降、WHC)としてもスタート

コロナ禍により顕在化した課題とセルフケア・セルフメディケーションとの関係

• コロナ患者の増加により、医療従事者などの医療リソースが逼

迫。軽症患者への対応が行き届きにくくなった。

医療リソースの逼迫

•感染拡大防止のための行動制限等により、医療機関（当初

は社内診療所）へのアクセスに対するハードルが高まった。

医療アクセスの制限

•医療機関を受診することで感染リスクに晒される虞が生じ、通

院を控える人が増えた。

院内感染リスクの増加

セルフケア・セルフメディケー

ションの重要性・必要性が

社会的に認知される契機

となった。
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４．効果検証

取組実施前後のレセプトデータ等を比較することで、取組み効果を定量的にある程度見える化

３．スイッチOTC医薬品の入手サポート

「健保加入者専用のOTC医薬品入手サイト」や「薬剤師による相談窓口」機能を提供

２．情報提供活動

選択肢としてのスイッチOTCについて情報提供（ポピュレーションアプローチ、ターゲットアプローチ）

１．レセプトデータ分析

レセプトから優先的に情報提供すべき患者を抽出。併せて、安全性の観点からリスクの大きい患者は除外。

WHCのセルフケア・セルフメディケーション支援事業の概要

レセプトデータ分析から行動変容のサポートまで健保および健保加入者のセルフケア・セルフ

メディケーションの取り組みをワンストップでご支援（令和6年度は60を超える健保を支援）

事業の大まかな流れ
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セルフケア・セルフメディケーション事業の取組み実績

メニュー 組合健保 協会けんぽ

ポピュレーションアプローチ P26
○

コンテンツ配信、
セミナー開催等

OTCの検討情報サポート P27,28
○

専用ECサイトにて「お薬の選び方」
「レッドフラグ」機能提供

ターゲットアプローチ①（DM送付） P9,29
○

レセプトから抽出した対象者に
情報提供

○
同左

ターゲットアプローチ②（実物送付） P14
○

レセプトから抽出した対象者にスイッ
チOTC試行送付(2024年度PoC)

インセンティブ（ヘルスケアポイント）活用 P12
○

専用ECサイトや提携薬局で利用で

きるクーポン(健保負担)の発行

医師・薬剤師との連携<オンライン> P30
○

LINEを活用した
「薬剤師相談窓口」機能提供

医師・薬剤師との連携<リアル> P31
△

県薬剤師会と連携。健康増進支援
薬局を紹介 (2025年度PoC)

平均年齢が若く、医療費全体に占める軽度な傷病の割合が相対的に大きい組合健保

から取組みを展開。

健
康
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テ

ラ

シ
事
業
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用
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事
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セルフケア・セルメ支援事業の効果①（採択されたDM送付事業の概要）

※上記に加えて、セルフケア・セルフメディケーションの趣旨に鑑み、未成年を除外するといった対応も実施

• レセプトデータを基に、花粉症や皮膚疾患等の通院歴のある患者を抽出、医師から処方された

医療用医薬品と同一有効成分のスイッチOTCが存在する情報をDMにて通知

• 安全性を重視し、レセプトデータからスイッチOTC医薬品の活用に適さない、また、メリットが小さい

と考えられる患者は除外。

• 令和3年度 厚生労働省保険局高齢者医療運営円滑化資金補助金事業（PFS事業）では、

三菱商事健保（加入者数 約12千人）をフィールドにして、3.6千人の加入者に通知を送付
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セルフケア・セルメ支援事業の効果①（DM送付事業の概要）

• 医療機関の受診回数が減少した場合を”行動変容あり”として定義

＜花粉症の場合の例＞

受診パターンに変化なし

医療機関への受診なし

（レセプトなし）

花粉症薬の医薬品の処方はあるものの、

受診回数が2回以下に減少

前年度よりも回数は減っているが、

2023年度にも3回以上の受診あり

花粉症にかかる受診〇回 花粉症等の病名の記載があり、かつ、花粉症に適応のある医薬品が処方されている診療の合計回数

（病名）
花粉症・糖尿病
（処方）

アレルギー薬
糖尿病薬

前年度レセプト

当年度レセプト

（病名）
花粉症・糖尿病
（処方）

アレルギー薬、糖尿病薬

（病名）
花粉症・糖尿病
（処方）

アレルギー薬、糖尿病薬

（病名）
花粉症・糖尿病
（処方）

アレルギー薬、糖尿病薬

花粉症にかかる受診５回

花粉症にかかる受診回数０回

花粉症にかかる受診２回

花粉症にかかる受診３回

花粉症にかかる受診５回

パターン①

パターン②

パターン③

パターン④
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セルフケア・セルメ支援事業の効果①（DM送付事業の効果）

取組みの結果、（前後のレセプト比較で）DM送付対象者のうち17％に受診回数の減少

（p10に先述した定義を“行動変容”と置いた）を確認できた。

また、ポストコロナ禍、令和4年度以降の取組みでは、送付対象者（p9に先述した対象者・対象

除外者基準）の絞り込み等の工夫により、行動変容率が徐々に上昇している。

A健保組合加入者数

約1.2万人

対象疾患（花粉症など）患者数

約3.6千人
【約30％】

行動変容率⇒約17%
行動変容人数

スイッチOTC類似薬を処方されていた患者

に情報提供（選択肢の提示）を行なった

結果、約17%に、受診回数の減少

（※）が確認された。

令和3年度 厚生労働省PFS事業の結果

※受診回数減少とは、p10の事前定義に基づくもの
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セルフケア・セルメ支援事業の効果②（インセンティブ配布事業の概要）

• 令和５年度PFS事業として、総合健保 計機健保（加入者数 約61千人）をフィールドにして、

前述のDM送付に加えて、以下のヘルスケアポイントにかかる効果測定を実施。

◼ 市販薬にかかる啓発資材やお薬チェックテスト（全問正解者にヘルスケアポイント付与）を複数回/月で発

信し、（ヘルスケアポイントが利用できる）健保専用の市販薬ECサイトへの登録率を行動変容と定義し、検

証・測定。（段階的に付与するポイント額を増額し、ポイント額と行動変容の関係性を観察。）

お薬啓発読み物コンテンツ お薬チェックテスト

• 季節に即したセルフメディ
ケーション対象疾患に関
する疾患知識や、お薬の
使い方を「読み物」形式
で提供

• コンテンツの下段には、
OTC医薬品ECサイトで
ある「あなたの薬箱」への
ログインの導線を設定

感染する！
感染することは

ない！

• 加入者への効果的
な訴求に向けて、テ
スト形式のコンテンツ
を配信

• テスト全問回答者に
はクーポンを進呈、
OTC医薬品購入の
ハードルの引き下げ

• 開封率は50％以上
と、他コンテンツと比
べて高水準を維持
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セルフケア・セルメ支援事業の効果②（インセンティブ配布事業の効果）

インセンティブ（ヘルスケアポイント）の付与は、患者の行動変容のきっかけとなることを確認。

特に補助金額が1,000→1,500円となるところで行動変容率が高まるように見える。

1週目
(1011-)

2週目
(1018-)

3週目
(1025-)

4週目
(1101-)

5週目
(1108-)

6週目
(1115-)

7週目
(1122-)

8週目
(1129-)

9週目
(1206-)

10週目
(1213-)

11週目
(1220-)

12週目
(1227-)

13週目
(103-)

14週目
(110-)

15週目
(117-)

16週目
(124-)

17週目
(131-)

18週目
(207-)

19週目
(214-)

20週目
(221-)

21週目
(228-)

22週目
(306-)

23週目
(313-)

24週目
(320-)

2023年度 ECサイト_新規登録者数推移

2023/10 2023/11 2023/12 2024/1 2024/2 2024/3

機関紙発行

ECサイト
案内

ECサイト
案内

チェックテスト①
（500円） 疾患別

コンテンツ

チェックテスト②
（1,000円）

チェックテスト③
（1,500円）

疾患別
コンテンツ

チェックテスト④
（2,000円）

OTC勧奨通知
（2,000円）
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セルフケア・セルメ支援事業の効果③（“お試しOTC”＝実物送付事業の概要）

• 通院歴のある花粉症患者に対して、医師から処方された医療用医薬品と同一有効成分の

OTC医薬品をお試しいただき、その認識や心境の変化について調査を実施。

• 本取り組みでは、５つの健康保険組合から提供を受けた2023年度(2023年4月

~2024年3月)のレセプトデータの情報から取組み対象者を抽出し、健康保険組合の保

健事業の一貫として、対象者に対して、2025/1/27にDM（スイッチOTCを勧奨する

内容の手紙）を送付、続けて、2025/1/31から2/3にかけてスイッチOTC医薬品

（実物）を送付した。

• 5つの健康保険組合の概要および対象者数は以下のとおり。

A健保：自動車関連 897名 B健保：自動車関連 413名

C健保：卸関連 285名 D健保：機械関連 335名

E健保：機械関連 221名

送付対象者合計2,151名

• 対象のOTC医薬品の送付数は以下のとおり

エスエス製薬 アレジオン20 477名

大正製薬 クラリチンEX 607名

久光製薬 アレグラFX 1,067名

• アンケート回答者数は548名（回収率25%）
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セルフケア・セルメ支援事業の効果③（ “お試しOTC”での気付き）

Q今回お手元に届いた市販薬は、以前あなたが病院または診療所から処方された医薬品と「同一有効成分」のお薬であることを
ご存じでしたか？（回答数548）

• 処方された医療用医薬品と同一有効成分であることの理解度は30%に留まる

スイッチOTC医薬品に対する理解促進が十分ではない実態

95
17.3%

164
29.9%

289
52.7%

過去にそのようなことを聞いたことがあるような気がするが、

覚えていなかった。

知っていた

知らなかった/初耳である
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セルフケア・セルメ支援事業の効果③（ “お試しOTC”の効果）

• 実物送付により、DMだけでは OTC購入を検討しなかった層の40%がOTCの購

入を検討

113
40%

19
7%

44
15%

110
38%

今後は（今後とも）送付された市販薬を購入しようと考えている

今後は（今後とも）送付された市販薬以外の市販薬を購入しようと考

えている

今後は（今後とも）市販薬は購入しないと思う

わからない

Q. 今回の市販薬の送付を受けて、あなたの考えに最も近いものをご回答ください。(回答数: 286)

※DM通知による啓発だけでは「市販薬の購入を検討していなかった」「わからない」と回答した286名が対象

実物送付の結果、スイッチOTCの活用が促進できる
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送付された市販薬を試用する理由は、

• 「同一有効成分であることを理解したから」が56%と過半を占める

• 次いで「健康保険組合の推奨だから」が42%

Q今回お送りした市販薬を使ってみようと思った理由について、あなたの考えに近いものをご回答ください。

(回答数: 485) 【複数回答】

信頼のある「健康保険組合から」「同一有効成分であるとの情報」を
届けることが行動変容の動機となる

セルフケア・セルメ支援事業の効果③（ “お試しOTC”での気付き）
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セルフケア・セルメ支援事業の効果③（ “お試しOTC”での気付き）

Q.市販薬（スイッチOTC）の情報について誰による説明・解説および、誰との相談を希望しますか？（回答数：548） 【複数回答】

• スイッチOTCについて相談したい相手は、かかりつけ医師38%、

ドラッグストア薬剤師31%、薬局薬剤師26%

医師・薬剤師との連携がセルフメディケーション推進/スイッチOTCの鍵となりうる
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これまでの事業から得られた気づき

◼ 保険者を通じたセルフケア・セルメ事業（＝選択肢のひとつとして

OTCを紹介する事業）は、一定の成果（行動変容率17％、ト

ラブル無し）を挙げており、取組み意義が小さくない

【行動変容の鍵】

➢ 医療用医薬品とスイッチOTC医薬品の同一成分・同一含量の情

報を伝えること

➢ 患者インセンティブ（ヘルスケアポイント）をうまく活用すること

◼ 保険者に留まらない医療従事者と一緒になった取組みに更に

大きな可能性がある
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提言１：取組みを行う保険者の段階的拡大

セルフケアの情報を普及・浸透させる取組みを 保険者の枠を超えて拡大すべきではないか

（被用者保険⇨国保・後期高齢者）。

事業種類・目的を踏まえて、段階的拡大するシナリオ（例：下図① ⇨ ② ⇨ ③ ⇨ ④）をロー

ドマップに反映されることも、考えられるのではないか。

医療費全体に占める軽度な傷病の割合が相対的に大きい被用者保険から取組みを拡大

健康リテラシーの情報提供事業を先行的に普及・拡大

健
康

リ

テ

ラ

シ
事
業
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進
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❶ ❸

❹❷
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提言２：患者にとって利活用し易い制度・環境の整備

セルフケア並びに医療の選択肢のひとつとして、 OTC医薬品が全国民的に支持され、利活用され

るためのハードル（アクセスや入手コスト等）を下げるための制度・環境をご整備頂けないか。

【例】

患者インセンティブの整備：

組合健保では利活用が進んでいるが、保険者が運営・提供するヘルスケアポイントの制度の一層の明示

化・利用促進を図ることで、患者による健康リテラシー習得に向けたインセンティブをより高める。

保険者インセンティブの強化：

セルフケア・セルフメディケーションの健康リテラシー事業に取組む保険者が一層報われるよう、保険者イン

センティブをアップデートする。

例えば、組合健保向けの「総合指標大項目⑤（後発品使用促進）最大16点」の中に含まれるセルメ

の配点・条件の切り出し[仮称：“セルメの前提となる健康リテラシー普及・スイッチOTC使用促進”など]

常備薬事業の普及・促進 ：

保険者において長い実績がある一方で、従前ほどに注目をされていない常備薬事業（職域常備薬・家

庭常備薬）は、これまでセルフケア浸透・OTCの啓発という観点でも大きな役割を担ってきた。

改めて、常備薬利便性・安全性を再評価・見直し、健保加入者にOTCを身近に感じてもらうのはどうか。

（夜間小児対策や、医師アクセスが悪い地域などでも、一定有効と考えられる。）

組合健保で進
んでいる、、、と



24

提言３：地域の医療従事者との協働

医療の選択肢として、セルフケア・セルフメディケーションの情報を普及・浸透させる取組みも重

要。保険者による健康リテラシー事業補完する医療従事者協働やモデル事業を具体化・ご支

援頂きたい。

※※ 現在、大学とも連携の上、『医療従事者（かかりつけ薬剤師、かかりつけ医）による情報提供
による行動変容効果を測る調査研究』を、其々に実施並びに企画中。

【例】

薬剤師との協働：

薬局に来局した患者に対して、薬剤師が、処方された医療用医薬品とスイッチOTCの同一

成分・同一含量についての情報を（スイッチOTC医薬品の実物を示しながら）提供する

医師との協働：

かかりつけ医らが、患者の健康相談に応じて、「どのような場合には一層注意して、医療機関

に診てもらうべきか（仮に、用いる場合には、スイッチOTCに関わる諸注意）」などの必要情

報を提供する

※ 現在、県別単位で薬剤師会らと健保連が連携（協定）することで、組合員のセルフケア理解
度を高める事業を企画推進中。[p31ご参照]
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Appendix
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セルフケア・セルメ事業メニュー：ポピュレーションアプローチ

広く健保加入者を対象とした啓発資材の提供やセミナーの開催を展開

お薬啓発読み物コンテンツ セミナー開催告知
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セルフケア・セルメ事業メニュー：OTCの購入サポート（お薬ナビ機能）

年齢や体質、お薬選びで重視したいポイントを選択していくことでおすすめ

のOTC医薬品（や逆に、おすすめできない通知）が表示される機能。
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セルフケア・セルメ事業メニュー：OTCの購入サポート（レッドフラグ機能）

気になる症状を選択することで、必要に応じて医療機関への受診をおすすめ
する機能。
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セルフケア・セルメ事業メニュー：ターゲットアプローチ（DM送付）

OTCにスイッチ可能な医療用医薬品が処方されている患者に対して、選択肢としてス
イッチOTC医薬品についての情報提供を実施
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セルフケア・セルメ事業メニュー：医師・薬剤師との連携<オンライン>

QRコードを読み込んでLINEからアクセス
薬剤師への相談例

• 副作用が気になるので眠気の少ない薬はありませんか？
• 複数の薬を併用しているので飲み合わせが心配です。
• 病院のお薬と同じ成分の市販薬はありますか？  etc.

花粉症の処方薬を飲んで
いますが、病院に行く時間
が取れないので、同じ薬を
市販でも買えますか？

医療用医薬品と同一成
分の花粉症の市販薬は
複数提供されています。
病院で処方されたお薬の
名前はわかりますか？

確か、ロラタジンというのを
処方されていました。

それなら、同じ成分を含
んでいるクラリチンEXがお
すすめです。1日1回の服
用ですので飲み忘れ防
止にもなります。

ありがとうございます！試し
てみたいと思います。

（常備薬サイトや広報チラシに「薬剤師へのLINE相談」の案内を掲載）

お薬の選び方・飲み方に関する様々な不安や疑問に対して、薬剤師に気
軽に相談できる機能を提供。（400以上の相談実績）
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セルフケア・セルメ事業メニュー：医師・薬剤師との連携<リアル>

2025年度、地域の薬剤師会と連携する施策を検討中。

これまで：保険者単独の取り組み 検討中：薬局・薬剤師会と連携した取り組み

OTC購入

各健保 WHC

各加入者

成果報告

お薬ECサイト

クーポン利用

取組対象となる患者の抽出、
DM等を通じたセルメ啓発
ECサイトで利用できるクーポンの発行

セルメ事業支援委託
レセプトデータ提供
クーポン発行依頼

WHC

地域の薬局OTC購入
セルメ支援

・
（レッドフラグ判定）

セルメ相談

連携

支援

対象となる患者の抽出
DM等を通じたセルメ啓発
購入費補助

県薬剤師会健保連連合会

各加入者

各健保 成果報告

セルメ事業支援委託
レセプトデータ提供

連携
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（参考）OTC薬の価格水準

第133回社会保障審議会医療保険部会 資料２−３ https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000693628.pdf P15

医療用医薬品を処方される場合は、診察や調剤にかかるコストが必要となるため、3割負担でもOTC薬よ
り必ずしも安価とは限らない。OTC薬を上手に選択することで入手コスト面でもメリットがあるケースもある。



33日本OTC医薬品協会

●解熱鎮痛剤 スイッチ成分 ●解熱鎮痛剤 スイッチ成分以外
販売価格帯

(円)

平均単価

(円)

販売個数シェア

(%)

品目数
(出現ブランド数)

販売価格帯

(円)

平均単価

(円)

販売個数シェア

(%)

品目数
(出現ブランド数)

トータル 964 100.0 トータル 798 100.0

  0 - 499 448 9.5 93   0 - 499 433 17.8 67

  500 - 999 733 54.0 106   500 - 999 737 63.4 85

  1000 - 1499 1,169 21.8 50   1000 - 1499 1,193 15.3 52

  1500 - 1999 1,704 10.9 23   1500 - 1999 1,748 2.4 28

  2000 - 2,226 3.8 11   2000 - 2,665 1.1 18

●内服アレルギー用薬
販売価格帯

(円)

平均単価

(円)

販売個数シェア

(%)

品目数
(出現ブランド数)

トータル 1,275 100.0 データソース： インテージSRI＋

  0 - 499 431 0.3 16 集 計 期 間 ： 2023/4 - 2024/3

  500 - 999 849 45.4 25 業 態 ： ドラッグストア・スーパーマーケット・

  1000 - 1499 1,275 36.8 25 ホームセンター・コンビニエンスストア計（EC除く）

  1500 - 1999 1,686 13.0 9 エ リ ア ： 全国

  2000 - 4,433 4.5 3 *品目数は、同販売価格帯でデータ発生があった「ブランド」数をカウント

イブプロフェン、ロキソプロフェンナトリウム水和物、
イソプロピルアンチピリン、アルミノプロフェン

参考：OTC医薬品 薬効群別の価格帯別品目数と数量シェア

2025.5.12 セルフメディケーション推進議員連盟 第4回総会 資料
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